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発明の概要

栽培環境を変化させることで生育障害を出すことなく、６．６～７２．０倍の亜
鉛が含有された葉菜類を栽培することが出来る。
交雑育種や遺伝子組換えなどの大がかりな変化ではなく、栽培環境を変化

させるだけなので、コスト面や環境面からも有益であり、現在の栽培環境をそ
のまま利用することができる。
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実用化が見込ま
れる分野

農業、食品関連

出願番号 特願2015-189881

発明の名称
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～亜鉛高含有量葉菜の栽培方法 ～
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